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現
代
社
曾
事
に
於
げ
る
パ
レ

ト
一
肱
曾
皐
の
地
位

米
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庄

メミ

良日

力
事
的
世
曾
畢
の
方
針

社
合
壌
が
欧
米
諸
闘
に
於
て
、

一
の
樹
立
夜
間
学
問
と
し
て
、
盛
ん
に
研
究
さ
れ
始
め
た
の
は
、
千
八
百
八
十
年
代
、
殊
に
千
八
百
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1
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H
i
t
-
z
h
司

d
R
7
1
1
J
r

七
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
犬
鰭
上
私
は
現
代
社
合
撃
が
隆
盛
を
致
し
始
め
た
頃
か
ら
、
共
の
研
究
に
従
事
し
て
居
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る

と
思
ふ
。
今
共
の
頃
の
こ
と
を
憶
ひ
起
し
て
見
る
と
、
友
る
ほ
戸
」
枇
舎
撃
の
研
究
は
、
欧
米
諸
園
に
於
て
盛
ん
に
行
は
れ
て
来
た
と

は
云
へ
、
今
日
の
盛
況
に
比
す
れ
ば
、
ま
だ
微
h

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
営
時
枇
曾
単
一
・
の
研
究
が
殊
に
勃
興
し
て
居
た
米
固
に
於
て

も
、
枇
曾
皐
の
講
座
を
設
け
て
居
た
大
接
は
コ
ロ
ム
ピ
ヤ
大
撃
、

シ
カ
ゴ
大
串
等
の
二
=
一
の
犬
壊
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
英
固
に
於
て

は
ま
だ
何
れ
の
大
串
も
之
を
設
け
て
居
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
欧
洲
大
陸
に
あ
り
て
も
、
之
を
設
け
て
居
た
の
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
マ

F
リ
F
大
島
・
(
盟
一
時
一
議
献
一
時
組
問
一
一
品
討
一
時
計
騨
引
)
と
フ
ラ
シ
ス
の
ボ
ル
ド
ー
大
風
?
と
の
一
一
ケ
ヲ
・
、
ら
ひ
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
。

営
時
イ
タ
リ
は
枇
曾
築
の
研
究
が
最
と
色
盛
ん
に
行
は
れ
て
居
た
一
園
で
る
る
が
、
併
し
何
れ
の
犬
墜
に
於
て
も
ま
ピ
枇
舎
撃
の
講

座
は
設
け
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
枇
舎
皐
の
文
献
も
、
今
日
の
に
比
す
れ
ば
.
買
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
批
舎
闇
申
専
門

現
代
社
舎
畢
に
於
け
る
パ
レ
ト
祉
舎
皐
四
地
位



現
代
枇
合
皐
に
於
け
る
.
ハ
レ
ト
枇
舎
阜
の
地
位

四

の
雑
誌
と
し
て
は
、
高
園
枇
合
同
率
評
論
、
枇
舎
事
年
誌
、
伊
太
利
枇
曾
墜
評
論
、
米
岡
枇
曾
評
論
等
が
、
漸
く
後
行
さ
れ
て
来
た
ぐ

ら
び
で
あ
っ
た
と
忠
ふ
。
併
し
蛍
時
の
枇
命
日
墜
専
攻
者
は
、
白
か
ら
新
し
き
忠
一
向
の
建
設
者
を
以
て
任
じ
、
意
気
甚
だ
盛
ん
で
る
つ

た
千
八
百
九
十
年
代
は
，
現
代
枇
合
事
が
大
に
勃
興
し
て
来
花
時
代
で
あ
る
が
、
外
部
的
に
見
れ
ば
上
に
漣
ぺ
し
如
く
、
ま
だ
貧
弱

で
あ
っ
た
の
で
る
る
。
併
し
内
部
的
に
凡
る
と
大
忙
注
目
す
可
き
も
の
が
あ
る
U

夫
れ
は
現
代
枇
λ

官
接
の
主
要
方
針
の
殆
ん
ど
締
て

一F.
1
u
む
阿

H
K
白
叫
に
羽
田
山
道

L
て
局
+
れ
と
と
で
あ
る
。
今
共
の
事
賓
を
撃
ぶ
に
最
と
も
便
宜
な
著
書
目
は
首
時
濁
逸
ラ
イ
プ
ツ
イ
ヒ
大
撃

の
私
講
師
で
あ
っ
た
パ
ー
ル
ト
が
、
千
八
百
八
十
七
年
に
公
に
せ
る
「
枇
合
墜
と
し
℃
の
歴
史
哲
撃
」
第
一
部
で
あ
る
と
忠
ム
。
パ
-

ル
ト
は
同
書
第
一
篇
枇
曾
皐
的
諸
健
系
及
び
第
二
篇
一
方
面
的
歴
史
観
に
於
て
、
共
頃
ま
で
の
枇
曾
皐
或
は
歴
史
哲
撃
の
諸
方
針
の

務
民
達
を
、
虞
〈
欧
米
諸
図
に
亙
っ
て
批
判
的
に
考
究
し
て
居
る
の
で
る
る
が
、
先
づ
第
一
筋
枇
曾
率
的
諸
惜
系
に
於
て
は
、
第
一
孝

に
於
て
枇
舎
撃
の
始
源
と
し
て
ザ
ン
・
シ
モ
ン
の
枇
曾
皐
説
、
第
二
章
に
於
て
最
初
の
枇
曾
事
惜
系
と
し
て
コ
ン
ト
の
枇
合
筆
、
第

三
章
に
於
て
分
類
枇
倉
庫
?
と
し
て
リ
ヅ
ト
レ

l
、
ヅ
・
ロ
ペ
ル
チ

1
、
ヅ
・
グ
レ
フ
、

ラ
コ
ム
プ
、
グ
ク
ネ
ル
等
の
枇
合
事
、

第
四
辛

に
於
て
生
物
撃
的
粧
曾
墜
と
し
て
、

フ
ォ
ン
・
リ
ロ
l
ン
フ
ェ
ル
ト
、

シ
エ

1
7
レ、

フ
ィ
イ
ェ
1
.
ウ
ォ
1
ル
ム
等
の

ス
ベ
ン
サ

l
、

枇
舎
撃
、
第
五
章
・
に
於
て
は
二
元
主
義
枇
舎
閣
?
と
し
て
、
ウ
ォ

I
F
、

オ

l
p
ウ、

ギ
ッ
ヂ
ィ
ン
グ
ス
等
の
枇
舎

マ
ッ
ケ
ン
ジ

1
、

墜
を
批
判
的
に
論
究
し
、
次
に
第
二
篇
一
方
面
的
歴
史
観
に
於
て
は
、
第
一
章
に
於
て
彼
が
個
人
主
義
的
歴
史
観
と
稽
す
る
も
の
、

第
二
章
に
於
て
人
間
地
理
事
的
歴
史
観
と
稽
す
る
も
の
、
第
三
章
に
於
て
民
族
接
的
或
は
人
種
皐
的
歴
史
観
と
得
す
る
も
の
、
第
四

ヰ
平
に
於
て
文
化
史
的
歴
史
観
と
稽
す
る
も
の
、
第
五
孝
に
於
て
政
治
的
歴
史
観
と
稀
す
る
も
の
、
第
六
章
に
於
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

PauI Barth， Die Philosophie der Geschichte als ~;oziologie~ Erster Teil: 
Einleitung und Kritische Uber~icht. 1897・

1) 



歴
史
観
と
稽
す
る
も
の
、
第
七
章
に
於
て
経
済
事
的
歴
史
観
と
稿
す
る
も
の
を
批
判
的
に
論
究
し
て
居
る
。
パ
ー
ル
ト
は
従
来
の
歴

史
哲
皐
は
祉
舎
皐
と
し
て
殻
展
さ
れ
る
可
き
で
あ
る
、
或
は
祉
舎
撃
は
歴
史
哲
事
で
あ
る
と
観
る
彼
の
見
解
か
ら
し
て
、
共
の
頃
ま

で
の
枇
舎
壌
の
諸
方
針
を
、
右
に
漣
べ
し
が
如
く
に
分
類
し
、
之
を
庚
〈
欧
米
諸
園
に
亙
り
て
批
判
的
に
論
究
し
た
の
で
あ
る
。
そ

う
し
て
彼
の
枇
合
事
の
諸
方
針
の
分
類
に
就
て
は
、
色
々
批
評
す
可
き
黙
が
あ
る
が
、
と
に
か
く
夫
れ
は
其
の
頃
ま
で
の
枇
曾
撃
の

主
要
注
る
諸
方
針
を
、
犬
艦
上
包
括
し
て
居
る
と
見
倣
し
得
ら
れ
る
と
忠
ふ
。
併
し
彼
が
同
世
間
中
に
於
て
、
五
首
に
取
扱
ふ
て
居
な

い
と
忠
は
れ
る
一
の
方
針
が
る
る
。
夫
れ
は
共
の
後
力
事
的
批
ム
官
製
と
稿
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
此
の
方
針
が
著
し
く

禁
法
し
た
の
は
、
彼
が
同
書
第
一
版
を
公
に
し
た
後
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
同
計
一
一
同
第
一
版
中
に
此
の
方
針
を
認
め
て
尽
な
か
っ
た
乙
と

に
は
、
却
す
可
き
貼
も
あ
る
が
、
併
し
千
九
百
十
五
年
出
版
の
向
者
第
二
版

κ川
町
て
も
、
一
史

κ千
九
百
二
十
時
一
年
川
版
の
問
書
第
一
一
一

断
双
ぴ
第
四
版
に
於
て
も
、
前
回
μ
此
の
方
針
を
認
め
て
居
友
い
の
は
、
似
の
偏
見
に
基
闘
す
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。
然
る
に
メ
し
ト

の
枇
舎
撃
が
、

一
居
厳
密
に
云
へ
ば
彼
が
唱
へ
出
し
た
枇
曾
事
論
が
、
先
づ
大
に
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
夫
れ
は
つ
ま
り
力
撃
的
批

舎
撃
の
方
針
を
、
新
た
に
致
事
的
に
護
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
Y

あ
っ
た
。
そ
う
し
て
私
が
千
八
百
九
十
年
代
の

移
り
頃
に
、
彼
の
祉
曾
皐
に
闘
心
し
始
め
た
の
も
、

つ
-
去
り
右
の
怠
味
に
於
て
ピ
あ
っ
た
。

今
現
代
枇
合
間
申
の
諸
方
針
の
包
括
的
組
織
的
研
究
に
於
て
、
力
車
T

的
枇
合
惑
を
一
の
組
側
立
な
方
針
と
し
て
.
始
め
て
大
に
軍
要
腕

し
た
の
は
、

イ
タ
リ
の
ス
キ
ル
ラ
チ
ヱ
で
あ
る
が
、
彼
は
千
九
百
二
年
に
公
に
せ
る
好
著
作
「
祉
合
率
的
諸
製
設
」
に
於
て
、
力
皐
的

枇
合
墜
と
し
て
、
∞
宮
口

n
F
E印
F
吉田
g
g
p
-
a『
吋

2
3
h君
。
ァ
宅

zzar『
WEE-w
巴
o
昌
吉
口
一
♂
等
の
祉
曾
叩
撃
を
批
判
的

に
論
究
し
て
居
る
。
但
し
共
の
頃
ま
で
に
、
パ
レ
ト
が
特
に
一
世
舎
撃
に
闘
し
て
公
に
し
て
居
た
の
は
二
ニ
つ
の
論
真
だ
け
で
あ
っ
た
。

現
代
社
曾
皐
に
於
け
る
パ

ν
ト
枇
曾
畢
の
地
位

主王

Dr Fausto Squillace， Le Dottrine Sodologiche， 1902 
I1 compito delb. sociologb. fra le Sc:I'E:nZ.e SOCi<11L (Rivista It:J.liana. di SOciol?gia~ 
1897). 1 problemi della sociologi21~. (Rivi~;t:1. Ital国 nJ. di Sociologia，. 1899.) 
Un'applicazione di teorie sociologiche (H.ivista Italiana di:e Sociologia， 1伊0・j
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現
代
祉
舎
皐
に
於
け
る
パ
レ
ト
祉
曾
阜
の
地
位

ームノ、

そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
り
て
、
吾
L
R

は
只
大
関
上
、
彼
は
粧
品
目
撃
を
如
何
に
建
設
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
を
、
島
T

ぴ
得
る
だ
げ
で

あ
っ
た
。
し
か
も
営
時
我
々
枇
合
間
学
の
専
攻
撃
生
が
、
殊
に
私
-
た
ぞ
が
、
バ
レ
ト
に
大
に
呈
を
嘱
し
て
居
た
の
に
は
、
種
、
局
在
理
由

が
る
っ
た
。
此
庭
に
共
の
中
の
主
要
た
も
の
二
つ
を
、
簡
聞
早
に
活
ぺ
て
置
〈
が
、
共
の
一
は
営
時
の
力
撃
的
枇
合
目
撃
の
方
針
の
設
建

山
肌
態
は
、

同
方
針
に
針
し
て
大
な
る
闘
心
を
+
相
す
る
人
K

に
あ
り
で
も
.
到
底
満
足
し
得
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
云
ふ
と
と
、

-

I
(
の
二
は
パ
レ
F

〉
が
千
八
百
九
ヤ
六
年
及
び
七
年
に
公
に
せ
る
粧
情
感
と
の
誼
白
作
に
よ
り
て
成
就
せ
る
、

数
i守主
目勺
定E
1芹
!~，さ

'iつ
琵EJ
目国三

目:

劃
す
る
大
怠
る
貢
献
か
ら
推
し
て
、
彼
若
し
'
慨
に
公
に
せ
る
枇
曾
製
上
の
論
文
に
よ
り
て
墜
ば
れ
る
が
如
き
方
針
に
於
て
、
一
専
ら
枇

曾
撃
の
研
究
に
力
を
注
ぐ
に
於
て
は
、
力
撃
的
枇
合
撃
の
護
遣
に
劃
し
て
同
様
に
大
な
る
貢
献
を
成
就
す
る
で
あ
ら
う
と
、
思
は
れ

た
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
以
下
右
の
二
つ
の
理
由
に
就
て
簡
軍
に
越
ぺ
る
。

一一
現
世
杷
に
至
る
ま
で
の
カ
畢
的
世
曾
畢
の
方
針
の
韓
運
H

ゥ，
2
-
ア
ル
ス
キ
I
の
一
世
曾
力
畢

ソ
ロ
キ
ン
が
現
代
枇
曾
墜
の
研
究
に
闘
す
る
彼
の
好
著
偽
に
於
て
述
べ
て
居
る
庭
に
よ
る
と
、

ス
ペ
ク
ト
ル
ス
キ
ー
は
千
九
百
十

年
及
び
十
七
年
に
会
に
せ
る
「
第
十
七
世
紀
に
於
け
る
枇
曾
物
理
撃
の
諸
問
抵
じ
に
於
て
、
同
世
紀
聞
に
於
け
る
枇
合
物
理
接
或
は
枇

合
力
息
一
ゐ
著
し
き
溌
達
或
は
流
行
を
、
詳
細
に
論
究
し
て
居
る
と
の
事
で
あ
る
が
、

ソ
ロ
キ
ン
の
云
ふ
庭
に
よ
る
と
今
日
向
書
を
手

に
入
れ
る
と
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
左
様
で
あ
る
か
ら
、
私
は
只
彼
が
紹
介
し
て
居
る
と
と
だ
け
し
か
皐
ぶ
と
と
が
出
来
な
い
。
併
し

夫
れ
に
よ
り
て
私
は
伺
世
紀
の
事
者
聞
に
於
け
る
枇
舎
物
理
事
的
或
は
枇
舎
力
接
的
思
想
の
勢
力
の
大
友
り
し
と
と
を
、
今
さ
ら
の

Pareto， Cout"S d'economie politique Tome 1， 1896; Tome 11， 1897・
Sorokin， Contemporaτy Sociological Theodes， 1928. 
Spektorsky， Problema sozi:1.noy physiki v XVII StoJ.叫ti，1， Wa，]['saw， 1910 '1 
1I， Kiev， 1917・
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如
く
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
又
ヨ
ン
ト
が
枇
舎
撃
と
云
ふ
新
語
を
遺
る
以
前
に
は
、
之
を
枇
舎
物
理
事
と
稀
し
て
居
た
こ

と
や
、
ヶ
ト
レ
ー
が
枇
合
物
理
島
?
を
建
談
し
よ
う
と
し
た
と
と
な
ぞ
の
歴
史
的
背
景
或
は
由
来
を
新
た
に
事
ん
だ
の
で
あ
る
。
出
同
ほ

第
十
七
世
紀
の
一
一
粧
品
目
物
理
事
的
或
は
枇
舎
力
曲
学
的
思
想
に
就
て
大
に
注
目
す
可
き
は
、
第
十
九
世
紀
に
於
て
新
た
に
夜
連
せ
る
も
の

L
如
〈
に
、
従
来
見
倣
さ
れ
て
居
た
力
接
的
社
曾
阜
の
方
針
の
諸
製
設
の
根
本
的
諸
思
想
は
、
勿
論
組
織
的
に
で
は
左
く
断
片
的
に

で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
既
に
共
の
中
に
大
韓
上
褒
見
さ
れ
る
と
と
で
る
る
。

最
一
初
に
力
感
的
枇
舎
島
T

の
方
針
を
、
現
代
枇
舎
墜
に
於
け
る
重
大
友
一
方
針
と
し
て
特
に
論
究
し
た
ス
キ
ル
ラ
チ
ェ
は
、

さ
き
に

場
げ
し
彼
の
著
書
が
出
版
さ
れ
た
千
九
百
二
年
頃
ま
で
の
護
法
を
、

ス
ペ
ン
サ
l
、

ア
イ
ス
ク
、
ミ
ス
メ
ア
、
サ
レ
ス
・
ィ
・
7

ェ
ル
レ
、

ケ
リ
7
1
、
ウ
ィ
z
r
ル
ス
キ

1
、
パ
レ
ト
、

J
T

・
7

リ
一
一
凡
等
に
就
て
論
究
し
て
日
出
る
の
で
あ
る
が
市
私
は
第
十
九
由
紀
聞
の
力
率
的

一
舵
由
同
町
制
干
の
方
針
の
裂
読
め
最
四
県
を
一
亦

L
て
居
る
の
は
も
ウ
ィ
一
一
ア
ル
ス
キ
ー
の
枇
命
日
力
事
で
あ
名
と
認
め
る
か
ら
、
此
慮
で
は
只
彼

の
枇
合
力
撃
に
就
て
少
し
く
考
察
し
、
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
力
事
的
枇
舎
撃
の
褒
達
が
、
共
の
最
頂
黙
を
示
し
て
居
る
と
思
は
れ

る
も
の
に
就
て
見
る
も
、
到
底
私
の
一
枇
曾
準
的
知
識
慾
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
左
か
っ
た
こ
と
を
、
簡
軍
に
指
示
す
る
だ
け
に
止
め

る
。
但
し
ソ
ロ
キ
ン
は
上
に
事
げ
し
彼
の
著
書
に
於
て
、
第
十
九
世
紀
及
び
現
世
紀
に
於
け
る
力
事
祉
舎
壌
の
方
針
の
護
遣
を
、
夏

に
枇
合
物
理
由
型
(
ケ
リ
l
)
と
、
吐
舎
力
事
(
パ
ル
チ
ェ
ロ
、

ハ
レ
ト
、

レ
ー
ト
カ
)
と
、
枇
舎
エ
ネ
ル
ギ
ー
感
(
ソ
ル
ヴ
エ

I
、
ベ
ヒ

テ
レ
フ
、

オ
ス
ト
ワ
ル
ト
、
ヵ
l
ヴ
ア

I
、
ウ
ィ
=
ア
ル
ス
キ

1
)
と
、
数
準
的
函
数
的
純
粋
枇
舎
皐
(
バ
レ
ト
、

カ
ル
リ
)
と
の
四
方

針
に
匡
別
し
て
前
究
し
て
居
る
が
、
要
す
る
に
私
は
現
世
紀
の
始
め
に
於
て
は
、

ソ
ロ
キ
ン
が
枇
舎
物
理
事
、
枇
舎
力
事
及
び
枇
舎

エ
ネ
ル
ギ
ー
島
?
と
稀
ず
る
三
方
針
の
何
れ
の
枇
舎
撃
に
就
て
も
満
足
せ
歩
、
彼
が
教
事
的
函
教
的
批
舎
皐
と
稀
す
る
が
如
き
も
の
L

現
代
枇
曾
皐
に
於
け
る
パ
レ
ト
祉
曾
単
白
地
位

七

町刷、

私は今より二十七年前、又ソロキンの著脊に先だつこと十八年前、即ち明治四
十三年に食時京都帝岡大事文皐部で強行して居た雑誌(義文)に於て護表せる
私の論文、(オストワト氏の文化畢，!:力車的祉曾阜の霊童建)中には、スペ yサー
以後の力事的世舎皐白軍基建を三方針に大別して居たのであるが、ソロキシの如
くに社合物理事主枇舎カ事とをlKjJ~ して、四方針に区別す品のも一白見方・であ
ると忠ふ。



現
代
世
曾
畢
に
於
け
る
パ
レ
ト
一
位
合
畢
の
地
位

A 

後
遼
を
、
大
に
切
望
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ニ
ア
ル
ス
キ
ー
は
千
八
百
九
十
四
年
か
ら
千
九
百
年
に
至
る
ま
で
に
.
彼
の
枇
合
力
撃
を
展
開
す
る
矯
め
に
‘
多
数
の
論
文
を

設
表
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
著
書
は
一
加
も
公
に
し
て
居
友
か
っ
た
。

そ
れ
で
彼
の
枇
合
力
撃
の
根
本
思
想
を
‘

共
の
啓
一
憾
に
亙
つ

て
組
織
的
に
把
握
す
る
と
と
は
随
分
困
難
で
あ
る
O

ス
キ
ル
ラ
チ
ェ
は
共
等
の
諸
論
文
を
一
々
吟
味
し
て
.
彼
の
著
書
中
氏
之
を
か
な

り
訪
し
〈
設
述
し
て
隠
る
が
、
併
し
ソ
ロ
キ
ン
が
夫
れ
b
L
参
考
し
て
よ
り
筒
躍
に
説
法
し
て
居
る
方
が
、

一
回
腔
判
然
要
領
佐
示
し
て

居
る
と
忠
ふ
か
ら
、
此
庭
で
は
ゾ
ロ
キ
ン
の
読
遁
を
引
用
し
て
置
く
。

山
ウ
イ
ュ
ア
ル
ス
キ
ー
に
あ
り
で
は
、
批
曾
的
表
合
韓
間

E
E
W四
回
目
官
官
は
、
相
互
に
近
づ
き
合
ひ
又
は
退
け
合
-
山
不
断
白
運
動
中
に
あ
る
諸
獣
、

即
ち
諸
個
人
白
樺
系

ω
万円。
E
で
あ
る
。

(3) (2) 

此
等
の
運
動
の
第
一
原
凶
は
引
力
で
あ
る
。

化
合
力
の
如
〈
此
の
引
力
は
選
揮
的
で
あ
っ
て
、
一
定
の
線
に
添
ふ
で
、
又
一
定
の
方
向
に
於
て
、
即
ち
快
感
の
品
開
大
及
び
提
抗
の
極
小
へ
遊
行

す
る
。
か
〈
て
枇
合
的
引
力
或
は
祉
合
的
相
互
作
用
の
諸
現
象
は
、
純
粋
な
力
畢
的
基
礎
を
有
っ
て
居
る
。
但
し
此
の
力
車
的
引
力
は
、
有
機
物
の

聞
に
於
て
は
、
無
機
物
。
聞
に
於
け
る
よ
り
も
、
一
層
大
な
る
複
合
性
を
有
ナ
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
か
ら
愛
生
し
後
建
ナ
る
心
理
的
現
象
に
よ
P
て

包
ま
れ
て
居
る
。
吾
人
の
朋
友
選
揮
及
び
仇
敵
選
捧
は
此
白
原
理
由
一
例
で
あ
る
。

ゆ
併
し
心
理
的
現
象
其
物
は
生
物
畢
的
Z

ネ
ル
ギ

I
D
一
費
形
に
外
な
ら
な
い
。
何
ほ
生
物
事
的
且
ネ
ル
ギ
ー
も
亦
物
理
的
化
愚
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
形
態
で
あ
る
。
き
れ
ば
寄
人
の
選
襟
其
物
は
純
粋
経
済
皐
に
よ
り
て
示
さ
れ
て
居
る
如
く
、
力
皐
の
諸
法
則
に
徒
ふ
も
の
で
あ
る
。
男
女
間
の
引

力
或
は
牽
引
力
は
同
一
の
原
理
の
他
の
一
例
で
あ
る
。
此
の
引
力
或
は
牽
引
力
の
根
抵
は
精
識
と
卵
と
の
引
力
或
は
化
合
力
で
あ
る
。
此
白
引
力
は

若
い
男
女
。
相
互
的
欲
求
に
於
て
現
は
れ
て
居
る
D

で
あ
る
が
、
彼
等
自
身
は
彼
等
白
欲
求
が
か
L

る
深
大
な
推
主
力
、
街
迫
力
品
ユ
語
か
ら
生
起

し
て
居
る
こ
と
を
、
常
に
認
識
し
て
厨
な
い
。
此
の
引
力
は
ヤ
ハ
リ
極
大
快
感
の
原
理
に
従
ふ
て
居
る
。
そ
う
し
て
此
の
真
に
性
的
で
あ
る
慮
。
引

カ
或
は
牽
引
力
が
克
足
き
れ
な
い
時
に
は
、
且
ネ
ル
ギ

I
費
形
或
は
慶
換
の
法
則
に
従
ム
て
、
他
の
心
理
現
象
、
例
へ
ば
矯
抽
出
、
装
飾
、
及
び
其
の

他
の
性
的
牽
引
田
諸
手
段
に
昇
華
し
、
夫
等
の
も
の
は
叉
塾
術
現
象
、
審
美
現
象
を
産
出
す
る
。
此
白
事
は
食
物
引
力
の
如
き
引
力
。
他
白
基
本
形

Squilb.ce， Le 1】ottrineSociologiche， pp. 106-119目
日orokin，Contempdrary Sociologici:ll TheoriesJ pp~ 23--?-~. 
私は上にあげし私の論文(オストワ Pレト民の文化皐と力耳目!i¥偏在令畢由設建)中に、
ウイユアルスキーの面土曾力車の根本思想を述べて居るが、夫れはあまりに簡単に
過ぎる恐れがあるから、l比慮ではソロキンの約惑をあげて践〈。併し極簡単に之
を皐びたいと思はれる人々は右の論文に於ける私の豹泌を参考されたい。
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態
に
就
て
見
る
も
同
様
で
あ
る
。
か
〈
の
如
〈
に
し
て
心
理
現
象
は
生
物
皐
的
孟
ネ
ル
ギ
ー
の
一
形
態
と
し
て
解
稗
さ
れ
る
が
、
生
物
皐
的
Z

宇
ル

ギ
1
は
又
物
理
的
化
皐
的
エ
宇
ル
ギ
ー
の
一
形
態
に
外
な
ら
な

ρ
。
さ
れ
ば
心
現
現
象
及
び
物
却
現
象
は
結
局
力
患
の
諸
法
則
其
物
に
還
元
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

山
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
種
々
の
形
態
を
有
し
、
其
等
の
詩
形
態
は
相
互
に
費
形
或
は
費
換
さ
れ
得
る
。
例
へ
ば
位
置
的
形
態
か
ら
運
動
的
形
態
へ
、
又
後

者
か
ら
前
者
へ
瀬
一
換
さ
れ
得
る
。
そ
う
し
て
生
命
は
均
照
的
化
皐
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
一
の
特
殊
形
態
で
あ
る
。
有
柵
棋
は
一
般
に
、
特
に
人
間
有
機

挫
は
子
ネ
ル
ギ
ー
の
一
一
伸
現
及
び
且
ネ
ル
ギ

1
m一
換
の
怨
め
の
機
構
で
あ
る
。

品
川
有
機
世
に
よ
り
て
行
は
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
形
或
は
轡
換
は
、
骨
養
と
生
殖
と
り
こ
過
程
を
遁
じ
て
準
行
し
、
生
命
現
象
の
領
域
に
於
て
は
、

力
且
中
的
引
力
の
一
般
的
法
則
は
、
性
引
力
及
び
食
物
引
力
の
形
態
に
於
て
円
吋
出
現
す
る
。
性
慾
と
食
慾
と
は
一
ー
は
い
、
有
機
控
一
般
の
、
特
に
人
聞
の
相

互
的
率
引
及
び
排
戸
市
を
決
定
す
る
第
一
失
的
推
進
力
街
迫
力
で
あ
る
。
人
間
は
何
よ
り
も
第
一
に
此
等
の
欲
求
の
充
足
を
求
め
る
。
そ
う
し
て
人
聞

が
相
互
に
諸
種
。
契
約
に
入
り
込
む
の
は
、
つ
吉
り
此
等
り
欲
求
の
作
用
の
下
に
於
て
に
あ
る
。
此
り
某
本
的
事
貨
は
、
一
切
り
枇
合
現
象
の
起
源
、

及
び
枇
合
的
清
閑
慨
に
よ
っ
て
行
は
札
る
エ
作
ル
ギ

l
白
煙
換
の
一
切
の
複
雑
な
苅
形
慢
を
詑
明
「
る
の
で
あ
る
。

川
川
開
丸
が
附
明
日
日
刊
に
打
兜
か
る
時
に
は

u
t
r
乃
一
官
山
知

z
宇
ル

F
ー
を
班
、
光
、
沼
気
持
巾
山
肉
堵
的
品
九
時
J
I
榊
~
換
さ
せ
ふ
り
と
川
川
[
ピ
山
側
慾

及
び
食
慾
に
よ
り
て
推
準
さ
れ
る
人
間
的
諸
問
慢
の
素
朴
な
運
動
が
、
其
等
の
欲
求
の
直
接
充
足
を
妨
げ
る
出
品
目
、
自
然
閥
境
に
於
け
る
隙
喜
一
物
宇
、

他
の
人
間
的
関
般
に
遭
遇
す
る
時
に
は
、
食
慾
及
び
性
慾
の
エ
宇
ル
ギ
ー
を
経
済
的
、
政
治
的
、
法
律
的
、
道
徳
的
、
護
術
的
、
宗
教
的
或
は
昼
間

的
形
態
に
費
換
さ
せ
る
。
か
L
る
仕
方
に
於
て
、
生
物
的
Z

ネ
ル
ギ
ー
は
心
理
的
及
び
祉
合
的
エ
ネ
晶
ギ
l
に
醐
置
換
さ
れ
る
o

ウ
イ
一
-
ア
ル
ス
キ
ー

は
、
食
慾
及
び
性
慾
の
4

・
ネ
ル
ギ
ー
が
如
何
に
し
て
後
生
し
、
叉
夫
れ
が
如
何
に
趨
合
的
な
心
理
的
、
祉
舎
的
現
象
に
種
換
さ
れ
る
か
を
設
明
し
よ

う
と
す
る
此
の
理
論
を
、
更
に
詳
細
に
展
開
し
よ
う
と
大
い
に
努
力
し
て
居
売
の
で
あ
る
。

山
間
更
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
換
の
此
等
の
諸
過
程
は
熱
力
畢
の
基
本
的
諸
法
則
に
従
ふ
て
進
行
す
る
。
先
、
つ
第
一
に
総
て
比
等
の
轡
換
に
於
け
る
エ
宇
ル

ギ
ー
の
分
量
は
恒
史
的
で
あ
る
。
第
二
に
熱
力
皐
の
諸
法
則
は
、
園
型
化
、
分
化
、
平
等
化
或
は
同
等
化
、
支
配
及
び
賂
史
的
逆
行
隼
の
枇
舎
現
象
を

一
般
的
に
説
明
す
る
。
若
し
二
つ
の
物
理
的
盟
系
に
於
け
る
熱
Z

宇
ル
ギ
ー
の
強
度
が
均
等
で
な
い
な
ら
ば
、
一
四
態
系
か
ら
他
の
償
系
へ
の
且
宇

ル
ギ
!
の
韓
移
が
行
は
れ
る
o

そ
う
し
て
雨
者
の
差
異
が
犬
な
る
ほ
ど
、
其
の
韓
移
過
程
が
強
い
。
此
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
は
常
陀
熱
干
ネ
ル
ギ
I

の
よ
り
大
な
る
強
度
を
有
す
る
樫
系
か
ら
、
よ
り
小
な
る
強
度
を
有
ナ
る
世
系
へ
逆
行
す
る
。
そ
う
し
て
か

L
る
意
味
に
於
て
此
の
放
熱
過
程
は
遊

行
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
他
方
に
於
て
は
放
熱
が
遁
行
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
っ
白
樺
系
白
Z

ネ
ル
ギ
強
度
に
於
け
る
差
異
は
段
々
陀
減
少
し
、
迭
に

現
代
一
世
曾
畢
に
於
け
る
パ
レ
ト
祉
曾
皐
白
地
位

九



現
代
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舎
皐
に
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け
る
パ
レ
ト
枇
曾
阜
の
地
位
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O 

爾
樺
系
は
均
等
す
る
に
至
る
。
是
れ
は
熱
力
畢
的
過
程
の
逆
行
不
可
能
な
方
面
で
あ
る
o

か
く
て
熱
力
畢
的
過
程
は
、
只
且
ネ
ル
ギ
1
の
不
均
年
、

不
平
等
が
存
在
し
、
し
か
も
進
行
が
均
等
或
は
且
ン
ト
ロ
ピ
ー
へ
の
傾
向
を
有
す
る
時
に
の
み
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
慮
で
今
同
一
の
基
本
的
指
法

則
は
心
理
的
、
枇
曾
的
現
象
の
領
域
に
於
て
も
亦
行
は
れ
て
居
る
。
も
ろ
/
¥
の
個
人
及
び
一
位
曾
園
替
が
填
充
さ
れ
て
居
る
Z

ネ
ル
ギ
!
の
分
室
及

び
強
度
の
不
均
等
は
、
一
切
の
枇
令
的
及
謄
史
的
出
来
事
、
事
件
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
一
切
の
枇
舎
的
及
び
腰
史
的
出
来
事
は
個
人
か
、
b
個
人

へ
、
又
闇
蝉
か
ら
闘
世
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
射
の
諸
表
現
に
外
な
ら
な
い
。
若
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
総
て
の
個
人
に
於
て
均
等
し
て
居
た
な
ら
ば
、

人
間
雌
史
の
全

r
ヲ
マ
は
起
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
其
の
代
り
に
死
ん
だ
均
衡
が
永
久
的
に
存
在
し
た
で
あ
ら
う
。
只
力
の
強
度
目
不
均
等
が
あ

る
虎
に
り
み
、
運
動
、
捜
化
、
生
命
或
は
腿
史
が
め
る
の
で
あ
る
o
同
様
に
偶
人
及
び
悶
掛
問
に
於
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
り
不
均
等
な
分
間
は
、
不
平

等
、
分
化
、
成
府
化
、
支
配
等
々
の
如
昔
、
日
切
の
位
台
現
象
を
培
附
す
る
の
で
あ
る
。

熱
力
闘
早
に
於
て
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
均
等
化
。
過
程
が
よ
り
高
い
湿
度
を
有
す
る
物
控
か
、
b
、
よ
り
低
い
温
度
を
有
ナ
る
物
慨
へ
進
行
す
る
如
〈
、

よ
り
大
な
る
心
理
的
、
一
枇
舎
的
Z

ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
個
人
或
は
一
位
舎
闘
世
は
、
よ

nJ
小
な
る
心
理
的
、
枇
曾
的
Z

ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
個
人
或
は

一
位
曾
回
世
へ
其
白
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
射
す
る
の
で
あ
る
o
さ
れ
ば
不
平
等
、
搾
取
、
支
配
、
階
級
差
別
、
キ
ャ
ス
ト
成
屠
化
等
の
如
き
祉
合
的
分
化

或
は
差
異
化
の
一
切
の
現
象
は
、
只
よ
り
高
き
且
ネ
ル
ギ
ー
の
惜
系
か
ら
、
よ
り
低
き
且
平
ル
ギ
ー
の
掛
系
へ
白
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
の
一
般
的
現

象
の
諸
表
現
に
外
な
ら
な
い
。
併
し
物
理
皐
に
於
て
は
熱
の
穂
移
は
夫
れ
に
関
係
す
る
総
て
の
物
般
に
於
け
る
熱
の
漸
次
的
均
等
化
を
導
〈
と
同
じ

〈
、
一
位
曾
的
過
程
に
於
け
る
劃
臆
的
轄
移
は
枇
舎
的
平
等
の
生
起
及
び
噌
長
を
導
〈
。
是
れ
が
即
ち
枇
舎
現
象
の
一
切
の
領
域
に
於
け
る
自
由
自
進

歩
、
並
に
潤
占
及
び
英
の
他
の
特
椋
白
消
失
四
説
明
で
あ
る
。
不
平
等
が
大
な
る
ほ

E
此
の
平
等
化
の
過
程
は
強
烈
で
あ
る
で
あ
、

b
p。
自
由
主
義

的
、
枇
曾
主
義
的
、
共
産
主
義
的
及
び
平
毎
主
義
的
諮
迩
動
は
総
て
比
り
枇
曾
的
熱
力
阜
の
基
本
法
則
の
詩
形
態
で
あ
る
。
原
始
一
位
曾
圃
植
に
於
て

ナ
ら
、
秩
序
、
植
力
、
法
律
及
び
枇
曾
統
制
は
自
愛
的
に
自
然
に
現
は
れ
て
く
る
。
是
れ
翠
に
、
其
の
不
平
等
か
ら
生
起
す
る
且
ネ
ル
ギ
ー
は
、
支

配
の
形
態
に
於
て
、
よ
り
高
い
貼
か
ら
、
よ

P
低
い
貼
へ
移
り
行
く
が
、
併
し
決
し
て
其
の
越
が
行
は
れ
な
い
か
ら
で
る
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
謝

は
か
〈
白
如
き
仕
方
に
て
並
行
す
る
か
ら
、
相
異
な
れ
凪
る
諸
強
度
の
平
等
化
へ
白
傾
向
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
平
等
化
は
、
議
回
干

強
度
の
差
異
が
全
く
な
く
な
れ
る
一
の
均
衡
に
到
達
さ
れ
る
主
で
進
行
し
、

ι
P
L
る
均
衡
に
到
達
さ
れ
た
時
に
は
、
熱
力
阜
の
諾
法
則
に
従
ふ

τ、

一
切
の
品
ネ
ル
ギ
ー
の
麹
換
は
止
む
の
で
あ
る
。

(9) 

さ
れ
ば
持
来
に
於
て
は
、
「
此
曾
的
主
ン
ト
ロ
ピ

I
(
死
ん
だ
不
動
的
均
衡
D
妹
態
)
は
、
金
宇
宙
D
歴
史
に
於
け
る
如
〈
に
、
人
類
白
謄
史
に
於
て

も
、
如
何
様
に
か
し
て
貸
掛
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
論
理
的
に
推
論
さ
恥
る
。
今
宇
個
人
、
階
級
、
キ
ヤ
ス
ッ
、
人
種
等
々
の
平
等
化
は
大
な

Winiarsky M~thode TIlath会rna.tiqueda.ns l'economie poIJitique“(Revlle Soc~a] isteJ' 
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る
強
度
を
以
て
遁
行
し
て
居
る
。
寄
人
は
既
に
枇
曾
主
義
的
及
び
平
等
主
義
的
詩
運
動
の
影
響
に
よ

p
で
、
一
位
舎
的
エ
シ
ト
ロ
ピ
ー
の
永
い
過
程
。

始
め
に
あ
る
の
で
あ
る
。

仰

以

上

越

べ

来

P
し
虎
に
よ
り
て
考
ふ
れ
ば
、
枇
曾
科
回
申
の
目
的
は
、
夫
れ
の
詩
情
動
及
び
諸
関
係
に
於
て
、
力
車
の
諸
法
則
に
従
ふ
慮
。
人
間
及

ぴ
事
物
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
償
系
を
研
究
す
る
こ
と
に
あ
る
は
明
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て
か

L

る
研
究
が
科
皐
的
で
あ
り
得
る
鎮
め
に
は
、
夫
れ
は
只

質
的
な
研
究
で
あ
る
だ
け
で
な
〈
、
更
に
量
的
な
研
究
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
空

p
社
命
日
現
象
は
測
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
虚
で
夫
れ
が
錫
め
に

は
、
日
枇
曾
科
皐
は
、
経
済
的
且
ネ
ル
ギ
l

D
尺
度
で
あ
る
庭
の
貨
幣
の
如
き
、
測
定
の
翠
位
を
有
た
ね
ば
な
ら
ね
。
そ
う
し
て
貨
幣
は
Z

ネ
ル
ギ
1

0

一
切
の
一
位
合
的
勢
換
。
測
定
の
単
位
、
と
し
て
使
用
し
得
ら
れ
る
。
其
の
理
由
は
左
目
如
〈
で
あ
る
。

生
物
品
中
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
枇
曾
現
象
。
中
心
的
動
力
で
あ
る
。
夫
れ
は
、
政
治
的
、
法
律
的
、
道
徳
的
、
葱
術
的
、
皐
問
的
及
び
宗
教
的
現
象
。

緒
形
態
に
於
け
る
渚
嬰
換
を
総
て
、
迭
に
経
済
的
エ
ネ
む
ギ
ー
に
聞
達
す
る
。
虎
で
組
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
貨
停
を
油
ピ
て
測
定
さ
れ
る
市
で
あ
る

か
ら
、
中
文
h

仰
は
生
物
且
中
的
エ
事
ル
ギ

l
其
物
内
刈
定
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
比
庭
で
は
綾
済
的
エ
宇
ル
ギ
ー
は
、
力
且
平
に
於
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
演

ド
る
の
z
p
一
同
ピ
役
目
を
寅

rる
O

で
あ
る
。
一

p
h
w
質
0
.
呪
主
た
い
り
中
陶
覧
拘
国
司
置
。
此
合
引
投
明
記

d
夜
間
を
.
貨
幣
D
仕
合
均
投
明
主
1

賀
利
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

F
て
、
吾
人
は
枇
曾
的
事
物
に
於
け
る
エ
宇
ル
ギ
l
白
強
度
及
び
線
高
の
指
数
を
獲
得
し
、
又
之
を
同
ピ
貨
幣
償
値
に

於
て
表
ほ
さ
れ
た
る
他
の
事
物
の
指
数
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

p
て
、
量
的
枇
曾
力
皐
の
創
設
の
忽
め
に
必
要
で
あ
る
慮
の
、
接
近
的
な
量
的
香
料

の
或
物
を
獲
得
し
得
る
の
で
あ
る
。
貨
併
は
一
の
一
般
的
な
枇
合
的
等
量
、
生
物
的
枇
舎
的
Z

宇
ル
ギ
l
申
一
ゆ
化
現
及
び
人
権
化
で
あ
る
。
同
時

に
貨
幣
は
一
の
一
般
的
費
摩
器
で
あ
っ
て
、
物
質
的
及
び
非
物
質
的
筒
値
の
大
部
分
は
、
夫
れ
に
劉
属
す
る
貨
幣
費
用
を
遁
ピ
て
生
産
さ
れ
得
る
の

で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
事
が
印
ち
物
質
的
及
び
非
物
質
的
債
値
の
大
部
分
を
、
同
一
の
貨
幣
の
車
位
に
於
て
測
定
さ
れ
得
る
も
の
と
な
ら
し
め
る

の
で
あ
る
。
此
の
量
的
一
枇
曾
力
畢
を
申
具
現
す
る
こ
と
は
、
崎
市
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
皐
の
仕
事
で
あ
ス
円
。

ウ
ィ
=
ア
ル
ス
キ
ー
の
枇
舎
力
皐
の
根
本
思
想
は
、
以
上
越
ぺ
し
慮
に
よ
り
て
大
鰐
上
肇
ぴ
得
ら
れ
る
と
忠
ふ
が
、
夫
れ
に
よ
り
て

察
知
さ
れ
る
如
く
、
現
世
紀
の
始
め
頃
ま
で
に
は
、
力
事
的
枇
舎
皐
の
方
針
を
彼
ほ
ど
都
民
連
さ
せ
た
人
は
な
い
の
で
る
る
。
寅
に
夫

れ
ま
で
の
力
事
的
社
舎
撃
の
方
針
は
、
少
な
く
も
一
定
の
意
味
に
於
て
は
、
彼
に
よ
り
て
大
成
さ
れ
た
と
も
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
さ

れ
ば
吾
K

は
彼
の
努
作
に
よ
り
て
教
へ
ら
れ
る
庭
少
た
く
な
く
、
又
幾
多
の
重
要
友
ヒ
ン
ト
を
奥
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
夫
れ

現
代
枇
曾
畢
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
曾
串
白
地
位

四
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と
同
時
に
、
彼
に
よ
り
て
大
成
さ
れ
た
形
態
に
於
て
は
、
力
撃
的
枇
舎
皐
友
る
も
の
は
、
根
本
的
に
は
如
何
に
偏
狭
た
も
の
、
叉
或

意
味
で
は
品
同
部
た
も
の
で
あ
る
か
ピ
串
ば
れ
る
の
で
、
私
は
夫
れ
に
よ
り
て
到
底
私
の
祉
合
型
的
知
識
慾
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
・
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
彼
の
枇
命
日
力
啓
は
、
本
来
唯
物
論
哲
撃
を
基
礎
と
し
て
居
る
と
云
ふ
賠
に
於
て
、
科
墜
と
し
て
の
枇
舎
畢

で
は
な
く
、

一
種
の
枇
命
日
哲
阜
で
あ
る
。
向
ほ
科
惑
と
し
て
の
枇
命
感
と
し
て
見
て
も
、
一
枇
合
現
象
の
物
質
的
方
面
を
あ
ま
り
に
偏

重
し
亡
居
る
貼
に
於
て
、
共
の
研
究
は
あ
ま
り
に
偏
狭
で
あ
る
。
更
に
彼
の
杜
合
力
感
に
於
て
は
、
社
合
的
現
資
態
が
現
貰
態
の
一
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れ
る
夫
れ
自
身
の
特
有
性
の
方
面
は
、
全
く
看
過
さ
れ
、
或
は
無
税
さ
れ
、
か
く
て
枇
合
的
現
賓
態
は
只
夫
れ
の
外
商
に
於
て
把
握

さ
れ
て
居
る
だ
け
に
止
ま
り
、
夫
れ
自
身
特
有
の
内
面
に
於
て
は
深
く
把
握
さ
れ
守
、
否
友
共
の
特
有
の
内
商
は
-
あ
ま
り
に
外
商
に

引
ま
つ
け
ら
れ
て
曲
解
さ
れ
て
居
る
。
そ
う
し
て
か
L

る
意
味
で
、
彼
の
紅
命
日
力
聞
牢
は
淀
薄
友
祉
曾
撃
、
奥
行
の
浅
い
枇
曾
患
で
あ

る
と
も
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

抑
K

私
は
上
に
遁
べ
し
如
く
、
早
く
か
ら
力
準
的
枇
舎
撃
の
方
針
に
は
少
-
な
か
ら
ぬ
関
心
を
も
っ
て
居
た
弘
、
併
し
根
本
的
に
は

同
方
針
に
於
て
私
の
枇
合
事
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
居
た
の
で
な
い
。

私
は
先
づ
タ
ー
ル
ド
や
ジ
ム
メ
ル
の
枇
舎
製
の
方
針
に
従

ひ
、
併
し
私
自
身
凋
特
の
意
味
に
て
、
心
と
心
と
の
相
互
作
用
及
ぴ
相
互
欄
係
の
概
念
を
規
定
し
、
そ
う
し
て
心
人
」
心
と
の
相
互
作

用
及
び
相
互
関
係
を
、
現
賓
な
事
買
に
就
て
一
般
的
に
研
究
し
、
共
に
之
れ
に
基
い
て
あ
ら
ゆ
る
方
針
の
枇
曾
阜
の
研
究
を
綜
合
し

つ
a
h

、
具
徳
的
友
一
切
の
枇
舎
現
象
を
全
般
的
、
包
括
的
に
研
究
し
よ
う
と
企
だ
て

L
居
た
の
で
あ
る
。
是
れ
が
始
め
か
ら
私
の
枇
舎

撃
の
根
本
方
針
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
し
て
心
と
心
と
の
相
互
作
用
及
び
相
互
関
係
の
研
究
を
、
結
局
函
数
的
相
互
依
存
の
闘
係
に

de la mecanique sociale， (Le p時mierCongres de r Enseignement des Sciences 
Sociales 1900) Le principe economique et la classi自C:lt:(OD des sciences !:iociales， 
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於
て
出
来
る
だ
け
精
密
に
公
式
化
す
る
矯
め
に
、
力
率
的
批
命
日
単
一
ゐ
方
法
、
殊
に
共
の
教
磨
的
方
法
を
利
用
し
、
更
に
又
一
切
の
具

鶴
的
枇
舎
現
象
の
全
般
的
、
綜
合
的
研
究
に
於
て
共
の
諸
部
類
間
の
関
係
を
、

一
方
的
因
果
関
係
に
於
て
決
定
し
よ
う
と
す
る
一
般

の
考
へ
方
を
排
斥
し
、
函
数
的
相
互
依
存
醐
係
に
於
て
決
定
す
る
矯
め
に
、
や
は
り
力
事
的
枇
舎
準
の
方
法
、
殊
に
共
の
数
単
一
・
的
方

法
を
利
用
し
よ
う
と
目
論
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
全
く
唯
物
論
的
に
カ
率
的
批
合
準
を
褒
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ウ
ィ
一
一
ア
ル

ス
キ

1
の
枇
合
力
撃
の
如
き
も
の
に
針
し
て
は
、
夫
れ
に
よ
り
て
教
へ
ら
れ
る
慮
少
友
〈
泣
い
に
拘
ら
や
、
根
本
的
に
は
之
を
排
尿

し
て
居
売
。
そ
う
し
て
パ
レ
ト
が
千
八
百
九
十
七
年
に
公
せ
る
の

S
Z
《一正

3
9
Eゆ
ち
一
一
五
口
ゆ
か
ら
推
し
て
、
彼
が
建
設
し
よ
う

占
企
だ
で
l
h

印
刷
た
数
山
学
的
批
ム
判
事
は
陥
私
の
目
的
の
川
崎
め
に
艮
と
も
有
抵
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
、
被
の
枇
命
日
成
干
の
山
内
版
や
一
大
比
待
つ

て
居
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
私
は
さ
き
に
駅
周
せ
る
ソ
ロ
キ
ン
の
言
葉
を
借
り
て
云
へ
ば
、

つ
ま
り
λ

レ
ト
が
巌
密
た
意
味
で
の

「
致
事
的
函
数
的
」
枇
合
息
?
と
し
て
、
力
接
的
社
合
墜
を
務
展
さ
せ
る
と
と
を
希
望
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
パ
レ
ト
は
中
々
に

彼
の
枇
合
準
上
の
大
著
作
を
公
に
し
た
か
っ
た
し
、
叉
共
の
聞
に
私
は
他
の
諸
方
面
の
研
究
に
専
ら
力
を
注
い
で
居
た
が
矯
め
に
、

い
つ
し
か
力
撃
的
或
は
致
事
的
祉
舎
皐
に
封
す
る
興
味
は
薄
ら
い
で
居
た
。
庭
で
千
九
百
十
六
年
に
至
っ
て
、
被
の
枇
合
同
学
上
の
大

著
作
が
迭
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
雑
誌
上
で
見
て
、
直
ち
に
之
を
と
り
ょ
せ
精
議
し
た
の
で
る
る
が
、

一
方
に
於
て
は
私
の
抽
出
期
し

て
居
た
こ
と
が
、
私
を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
ま
で
に
は
成
就
さ
れ
て
居
な
い
こ
と
を
製
ぷ
と
同
時
に
、
私
が
橡
期
し
て
居
な
か
っ
た

と
と
が
、
甚
だ
詳
し
く
論
究
さ
れ
て
、
問
書
の
大
友
る
部
分
を
占
め
て
居
る
と
と
を
皐
ん
だ
。
併
し
共
の
頃
私
は
、
現
代
枇
曾
思
想

の
枇
舎
撃
的
研
究
に
大
に
力
を
注
い
で
居
た
が
矯
め
に
、
バ
レ
ト
祉
合
目
撃
に
封
ず
る
私
の
評
債
を
と
り
ま
と
め
て
公
に
す
る
眼
は
な

く
、
共
の
ま
ta
に
過
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
、
殊
に
フ
ア
ス
シ
ス
ト
が
政
槽
を
獲
得
し
て
以
来
、
伊
太
利
に
於
て
バ
レ

現
代
壮
一
合
事
に
於
け
る
パ
レ
ト
社
合
皐
の
地
位

四
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現
代
社
曾
畢
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
曾
阜
の
地
位

四
回

ト
社
合
撃
が
大
た
る
勢
力
を
振
ふ
て
来
事
仏
官
け
で
た
く
、
他
の
諸
固
に
於
て
も
ブ
ア
ス
シ
ス
モ
の
理
論
的
基
礎
を
究
明
す
る
矯
め
や
冒

又
事
問
的
債
値
か
ら
見
て
J
A
レ
ト
枇
命
同
感
が
大
に
注
目
さ
れ
て
来
た
。
殊
に
米
固
に
於
て
は
、
近
来
パ
レ
ト
思
想
を
重
要
開
削
す
る
、

或
は
崇
奔
さ
へ
す
る
傾
向
が
勃
興
し
来
り
、

そ
う
し
て
彼
の
コ
般
枇
曾
皐
」
の
英
語
が
、
多
年
の
券
力
を
費
し
て
一
昨
年
出
版
さ
れ

る
や
、
直
ち
に
最
と
も
貰
れ
行
き
の
よ
い
出
版
物
の
一
に
数
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
る
る
。

さ
れ
ば
私
が
上
に
述
ぺ
し

が
如
品
目
」
事
情
の
下
マ
、
彼
の
「
一
般
枇
合
間
半
」
が
出
版
さ
れ
た
時
に
、
彼
の
枇
命
日
事
に
劃
し
て
拙
い
て
居
た
思
想
を
、
今
日
の
私
の
立

;
通
》
I
A
7
5
-
1
2

引
哲
カ
ら
E
n
d
吋

L

修
日

l

L
3
:
r
E
H
;
t
;
〉

't
、

E
4
/

二
揮
監
刷
拙

w
l
T
生
仰
い
す
と
と

2
じ

決
し
て
川
県
議
で
は
あ
る
ま
い
と
忠
ふ
。
併
し
や
丸
山
一
叶
し
く
吋
館
大

思
T

法
事
部
の
講
義
に
於
て
遮
ぺ
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
此
庭
で
は
只
現
代
粧
品
問
撃
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
舎
皐
の
地
位
に
就
て
、
少

し
く
述
べ
る
だ
け
に
止
め
て
置
く
。

一ー一
カ
畢
的
一
世
曾
畢
の
観
畢
的
函
量
的
方
面
の
桂
展
と
し
て
の
バ
レ
ト
の
世
曾
畢

私
は
さ
き
に
述
べ
し
如
く
、
早
く
か
ら
力
事
的
枇
曾
撃
の
方
針
に
闘
心
を
有
っ
て
居
た
に
拘
ら
歩
、
前
世
紀
の
終
り
頃
或
は
現
世

紀
の
始
め
頃
ま
で
に
建
設
さ
れ
て
居
た
同
方
針
の
何
れ
の
祉
舎
撃
に
も
、
共
鳴
す
る
こ
と
が
出
来
十
、
そ
う
し
て
パ
レ
ト
が
千
八
百

九
十
七
年
出
版
の

品、開

8
5
E
o
F
Z
Z
4
5
に
於
て
経
済
撃
に
遡
周
せ
る
方
法
を
、
枇
合
撃
に
も
諮
別
し
て
、
新
し
き
枇

。ロロ『
ω

曾
事
を
建
設
し
よ
う
と
努
力
し
て
居
る
の
を
見
て
、
彼
の
努
力
に
大
に
墜
を
喝
し
、
彼
に
よ
り
て
ソ
ロ
キ
Y

の
云
ふ
数
畢
的
、
回
数

的
枇
曾
事
た
る
も
の
が
、
大
成
さ
れ
る
と
と
を
切
望
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
‘
千
九
百
十
六
年
に
パ
レ
ト
の
吋
S
F
Z
S

由
。
円
目
。

-azcSOB-o
が
出
版
さ
れ
る
や
、
私
が
同
書
に
就
て
先
づ
第
一
に
注
目
し
た
の
は
、
彼
は
ど
れ
ほ
ど
ま
で
、
力
事
的
枇
舎 0.. 

Thinkiog. (Theory of Deriva.tions); Vo1. IV，つr'b.eGeneral Form of Society. 



撃
の
方
針
に
於
け
る
数
皐
的
函
教
的
祉
合
単
一
・
の
建
設
を
成
就
し
た
か
と
云
ふ
黙
で
あ
っ
た
。

今
パ
レ
ト
は
同
室
田
に
於
て
‘
先
づ
従
来
の
枇
舎
壌
は
、
総
て
根
本
的
に
は
彼
の
云
ふ
印

agNPEgs-。四
日

ga印
有
門
吉
8
5
5
非
論
理

的
、
非
寅
験
的
或
は
非
経
験
的
事
問
と
し
て
建
設
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

つ
ま
り
一
刑
事
的
或
は
形
而
上
接
的
陀
構
想
さ

れ
、
絶
叫
制
的
た
真
理
或
は
必
然
的
た
法
則
を
惜
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
犬
に
之
を
排
斥
し
、
そ
う
し
て
彼
自
身
は

吐
舎
撃
を
彼
の
云
ふ
邑

gNH
一口同

51印有『
-
E
g
E庁
論
理
的
、

貫
験
的
或
は
経
験
的
事
聞
と
し
て
、
印
ち
私
の
一
玄
ふ
巌
密
な
意
味

に
於
て
の
科
皐
と
し
て
、

つ
ま
り
経
験
的
世
帯
貿
を
あ
る
が
ま
与
に
経
験
的
に
考
察
し
、
共
の
問
に
存
在
す
る
相
封
的
夜
、
議
然
的
或

は
確
卒
的
泡
も
ろ
/
¥
の
簿
一
悼

EJMEME与
を
溌
見
し
よ
う
と
す
る
磨
間
と
し
て
、
建
投
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

パ
レ
ト
は
粧
台
哲
事
或
は
哲
壌
と
し
て
の
社
命
日
皐
を
排
尿
し
、
一
位
曾
壌
は
科
事
と
し
て
建
設
さ
れ
る
に
於
て
、
始
め
て
員
の
拳
問
郎

ち
買
理
を
護
見
ず
る
事
問
と
し
て
、
護
達
し
得
る
の
で
あ
る
と
確
信
し
、
科
単
と
し
て
の
祉
舎
撃
を
建
設
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
い

だ
の
で
あ
る
。
但
し
彼
は
真
理
の
範
晴
左

E
5
5
賓
利
或
は
放
用
、
或
は
有
用
(
個
人
的
又
は
枇
曾
的
)
の
範
時
と
を
原
則
し
て
、
扇
者

を
同
一
視
す
る
従
来
の
壌
者
の
通
弊
を
排
し
、
か
く
て
真
理
を
鷲
見
す
る
畏
の
皐
問
と
し
て
は
、
彼
の
云
ふ
論
理
的
、
寅
験
的
或
は

経
験
的
皐
問
、
帥
ち
科
皐
を
大
に
重
要
闘
し
、
そ
う
し
て
彼
の
云
ふ
非
論
理
的
、
非
賓
験
的
或
は
非
経
験
的
問
学
問
、
邸
ち
哲
由
宇
或
は

形
而
上
壌
や
紳
撃
を
大
に
排
序
し
た
が
、
併
し
有
用
或
は
寛
利
の
範
培
か
ら
見
れ
ば
、
非
論
理
的
、
非
寅
験
的
曲
学
問
、
印
ち
哲
事
や

形
而
上
曲
学
や
紳
撃
が
、
個
人
或
は
枇
舎
の
生
存
に
叫
制
し
て
甚
だ
屡
々
有
用
で
あ
り
、
又
必
要
で
あ
る
場
合
が
る
る
に
反
し
て
‘
論
理

的
、
買
験
的
感
問
、
即
ち
科
撃
が
、
屡
々
個
人
的
又
は
吐
合
的
陀
有
害
で
あ
る
場
合
が
、
る
り
得
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

出
向
ほ
パ
レ
ト
の
論
理
的
、
寅
験
的
事
聞
の
概
念
に
就
て
、
特
に
重
要
硯
す
可
き
も
の
が
あ
る
。
夫
れ
は
彼
は
彼
が
論
理
的
、
賞
験

現
代
祉
舎
皐
に
於
け
る
パ
レ
ト
一
枇
舎
皐
白
地
位

四
'3'i 



現
代
社
合
撃
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
舎
畢
の
地
位

四
六

的
思
一
両
邸
ち
科
事
の
認
識
目
標
或
は
生
命
と
認
め
る
賓
一
性

E
Fヨ
忘
は
、
因
果
闘
係
(
彼
の
解
す
る
意
味
で
は
一
方
的
因
果
関
係
と

稀
す
可
き
も
の
)

の
斉
一
性
を
意
味
す
る
も
の
で
友
く
、
相
互
依
存

E
O『仕切
O
U
L
2
5
の
闘
係
或
は
函
数
闘
係
の
費
一
性
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
居
る
と
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
私
は
科
撃
を
此
の
如
き
墜
問
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
料
率
の
民
義
は

始
め
て
正
営
に
又
充
分
に
把
握
さ
れ
、
殻
揮
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
の
で
、
か
〈
て
私
は
彼
の
論
理
的
、
賓
験
的
墜
問
剖
ち
科

周
一
叫
の
概
念
佐
、
大
に
軍
一
袋
脱
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

制
し
私
は
械
は
科
療
の
回
目
様
子
一
正
前
に
了
解
し
て
配
地
た
が
、
併
し
哲
療
の
同
県
議
を
T
品
川
HM

に
了
併
し
亡
賠
な
か
ワ
た
左
考
へ
、

そ
う
し
て
夫
が
矯
め
に

J
L

，

l
「

h
b
t
:
L
-
J
I
l
-
-
;
;
f
;
F
E
E
-
i
;
t
t
i
-
-
、

:
r
1
4
a
L
5
7
5
l
L
J
:
l
s
t
-
b

相

吋

季

語
d

と

l
て
配
刷
4
H
E時

ι
校
法
在
感
昨
日
い
訴

W
仁
じ

E
N
H
U
ド
相
，
却

L
T
H
y
q
出
よ

-

T限レ
h
b
h
t
T
F
F
P空
耳
在
費
帯

γよ
不
再
と

L
T
到
記
斗
3
1
3

こ
」

が
出
来
ず
、

夫
れ
の
巾
に
い
つ
の
間
に
か
、
彼
が
意
識
的
に
は
排
斥
し
て
居
た
哲
畢
的
形
而
上
率
的
思
索
を
無
意
識
的
に
混
入
し
、
還
に
は
彼
の
科
畢

と
し
て
の
枇
舎
皐
を
、
貸
質
的
に
は
一
一
種
の
祉
舎
哲
皐
に
襲
質
さ
せ
て
仕
舞
ふ
た
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
は
育
人
の
知
識
慾
或
は
皐
問
的

慾
求
は
、
科
阜
の
奥
へ
る
相
劃
的
蓋
然
的
経
験
的
知
識
だ
け
で
は
、

決
し
て
完
全
に
充
足
さ
れ
る
も
の
で
な
〈
、
更
に
必
ず
や
絶
謝
的
、

必
然
的
、
先

ま
だ
よ
く
舎

験
的
知
識
を
咽
仰
望
す
る
も
の
、

そ
う
し
て
か
L

る
知
識
は
只
哲
皐
或
は
形
而
上
皐
に
よ
っ
て
の
み
奥
へ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

得
し
て
居
な
か
っ
た
k
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

バ
レ
ト
は
右
に
漣
ぺ
し
如
く
、
枇
曾
撃
を
先
づ
彼
の
云
ふ
論
理
的
、
賞
験
的
曲
学
問
と
し
て
、
印
占
h
J

巌
輯
友
意
味
に
於
て
の
科
撃
と

し
て
、
建
設
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
彼
は
、
や
は
り
論
理
的
、
貫
験
的
事
問
と
し
て
建
設
さ
る
可
き
も
の
と
見
る

他
の
も
ろ
/
¥
の
枇
合
科
皐
か
ら
区
別
し
て
、
枇
合
撃
の
-
般
的
概
念
を
如
何
に
規
定
し
工
う
と
し
た
か
。
此
の
問
題
に
就
て
彼
の

論
述
し
て
居
る
乙
と
は
、
あ
ま
り
判
然
し
て
居
な
い
。
併
し
少
友
く
も
枇
命
日
撃
の
一
方
面
或
は
一
部
門
の
概
念
を
、
正
賞
に
規
定
し

て
居
る
と
息
は
れ
る
。
要
す
る
に
彼
は
枇
合
同
事
は
一
般
的
枇
舎
利
率
と
し
て
、
諸
般
の
特
殊
的
一
粧
台
利
撃
を
綜
合
し
、
そ
う
し
℃
一

定
の
諸
勢
力
の
作
用
の
下
で
、
或
は
一
定
の
諸
要
素
、
諸
図
案
に
よ
り
て
、
決
定
さ
れ
る
が
ま
ミ
の
人
間
枇
舎
の
一
般
的
形
態
、

...-) 



ま
り
枇
合
的
均
衡
を
共
の
静
態
及
び
動
態
に
於
て
考
察
し
、
之
を
量
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
一
の
論
現
的
、
費
験
的
曲
学
問
邸
ち
科

思
?
と
し
て
、
建
設
さ
る
可
き
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
の
枇
合
皐
は
一
般
的
陀
は
力
準
的
祉
合
撃
の
方
針
に
属
す
る
も

の
と
見
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
賞
質
的
或
は
内
容
的
に
は
、
彼
の
枇
舎
聞
学
は
、
力
事
的
社
命
日
出
品
干
の
方
針
に
属
す
る
他
の
諸
家

の
枇
曾
風
?
と
は
異
な
っ
て
居
る
。
夫
れ
は
、
私
が
さ
き
に
第
十
九
世
紀
聞
の
力
率
的
批
舎
阜
の
護
建
を
大
成
せ
る
も
の
と
し
℃
、
少

し
〈
述
ペ
て
誼
い
た
ウ
ィ
エ
ア
ル
ス
キ
ー
の
枇
合
力
事
と
異
友
っ
て
居
る
の
み
注
ら
守
、
共
の
後
夜
連
せ
る
ソ
ル
グ
ェ

l
沃
の
枇
舎
エ

ネ
ル
ギ

l
壌
や
、

オ
ス
ト
ワ
ル
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
感
的
文
化
問
曜
と
も
異
な
っ
て
居
る
。

そ
う
し
て
私
が
平
く
か
ら
バ
レ
ト
枇
曾
棋
の

最
と
も
勝
れ
た
特
徴
と
認
め
で
居
た
の
は
、
枕
合
的
均
衡
を
其
の
静
態
及
び
動
抽
出
に
於
て
考
察
し
、
之
を
量
的
に
認
識
す
る
こ
と
、
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刊
〉
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一-

JJJυ
一
川
ド
卜
と

1
7
日
小
石
正
一
工
J

m剖
71
ま
〆
一
角
ト
k
N

れ
は
彼
が
大
成
せ
る
致
接
的
経
済
暖
か
ら
間
設
し
、
之
を
模
範
と
し
て
建
設
し
よ
う
と
す
る
彼
の
世
舎
撃
に
於
て
は
、
営
然
で
あ
る

と
忠
は
れ
る
。
さ
れ
ば
私
は
賞
質
的
内
容
的
に
は
、
力
事
的
枇
合
同
撃
の
方
針
の
諸
家
の
吐
合
撃
を
、

一
般
的
に
は
排
斥
し
て
居
た
に

拘
ら
守
、
バ
レ
ト
の
一
枇
合
島
正
針
し
で
は
、
大
に
望
を
喝
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
併
し
彼
の

斗-∞
on---。
同
一
回

。
何
回
印
日
一
日

吋
『
包

Z
S

は
、
彼
の
多
年
聞
の
非
常
な
努
力
に
よ
り
て
産
出
さ
れ
た
一
大
著
作
で
あ
る
こ
と
は
、
何
人
も
承
認
せ
ざ
を
得
泣
い
と
思
は
れ
る
に

拘
ら
や
，
、
同
蓄
に
於
て
彼
が
途
成
せ
る
限
り
に
於
て
は
、
私
は
か
ね
て
の
期
待
か
ら
見
て
少
た
か
ら
ぬ
失
望
を
感
じ
た
の
で

b
る。

殊
に
彼
の
枇
曾
壊
に
於
け
る
量
的
研
究
は
、
彼
が
純
粋
経
済
壊
に
於
で
成
就
せ
る
も
の
に
比
す
れ
ば
、
遥
か
に
劣
っ
て
居
る
と
思
は

れ
る
。
但
し
一
世
合
事
に
於
て
取
扱
は
れ
る
複
合
的
な
枇
合
現
象
は
、
純
粋
経
済
事
に
於
て
取
扱
は
れ
る
純
粋
経
済
現
象
に
比
す
れ

ば
、
遥
か
に
複
雑
友
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
量
的
に
研
究
し
よ
う
と
し
て
も
、
到
底
純
粋
経
済
現
象
を
研
究
す
る
揚
合
陀
於
で
ほ

現
代
枇
曾
盟
申
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
曾
畢
の
地
位

四
七

ツルず=-Mco枇合皐に就ては、其D 般は者H著嬢愛と人間愛(大E十二年出
版)を見られよ。
オストワルトの文化皐に就てはさきにあげし私自論文、 オス 1・ワルト民の文
化皐と力皐的世曾阜の霊童主主を見られよ。
パレト申書士皐的経済畢上にf寸ては、取[i脊論叢昭和1"li.年三月額!co私 8 論文、数
皐的経済畢0概念、同七月抗の私の諭丈、教事的経済患の論理的構造(上)ヲ

2) 



現
代
社
舎
皐
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
舎
阜
の
地
位

四
月、

ど
の
結
果
を
牧
め
得
た
い
の
は
賞
然
で
あ
る
か
も
知
れ
友
い
。
か
く
て
私
が
共
の
黙
に
於
て
、
早
く
か
ら
パ
レ
ト
枇
舎
撃
に
期
待
し

て
居
た
乙
と
は
、
私
の
幻
想
に
過
ぎ
訟
か
勺
た
か
も
知
れ
な
い
。
山
阿
国
比
一
枇
舎
忠
一
氏
於
て
は
、
量
的
研
究
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
と
主
張

す
る
枇
舎
皐
者
は
少
友
く
友
い
が
、
併
し
私
は
ク
ー
ル
ノ
ー
を
隼
崇
す
る
グ
1
ル
ド
の
考
へ
方
や
、
ギ
ッ
デ
イ
ン
グ
ス
が
軍
要
硯
せ
る

パ
ウ
レ

1
の
不
精
密
統
計
法
な
ぞ
め
影
響
を
、
早
く
か
ら
交
付
て
居
た
が
銭
め
で
め
る
か
も
知
れ
た
い
が
、
又
始
め
ク
ラ

1
ク
に
就
て

粧
隣
接
配
間
半
ん
に
が
鳩
め
で
あ
る
か
も
知
れ
た
い
が
‘
と
に
か
く
枇
舎
現
象
の
量
的
研
究
の
掛
川
県
は
、
決
し
て
軽
視
さ
る
可
き
も
の
で

は
た

νと
#
売
れ
て
克

yb

そ
ち
し
可
バ
レ
}
が
副
仙
台
第
に
於
で
も
.
粧
府
都
に
於
刊
る
は
ど
敢
て
抑
リ
力
し
た
た
ら
は
ー
た
と
い
粧
桝
県

か
左
り
た
穀
果
を
牧
め
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ら
う
と
信
ん
や
る
。
此

の
問
題
に
就
て
は
此
庭
で
詳
し
く
論
や
る
眼
は
な
い
が
、
近
頃
7

オ
ン
・
ザ
イ
ゼ
も
大
館
上
私
と
同
様
友
考
へ
方
を
稜
表
し
て
居
る
。

に
於
て
成
就
せ
る
ほ
ど
は
成
就
し
得
た
か
っ
た
と
し
て
も
、

甚
だ
簡
草
た
が
ら
以
上
遁
ぺ
し
底
に
よ
り
て
指
示
せ
る
如
く
、
バ
レ
ト
が
彼
の
大
著
作
叶

E
E
C
ユ
回
∞
。
己

C一号間一位

。。ロ
O
B一
め
に

於
て
成
就
せ
る
乙
と
は
、
私
が
早
く
か
ら
彼
の
枇
舎
撃
に
勤
し
て
、
大
に
期
待
し
て
居
た
と
と
を
、
十
分
に
満
足
さ
せ
て
居
友
い
の

で
、
私
は
少
た
か
ら
ぬ
失
望
を
感
じ
た
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
と
同
時
に
叉
私
は
同
書
に
於
て
は
、
彼
の
社
合
撃
に
勤
し
て
私
が
あ
ま

り
暗
闇
期
し
て
居
た
か
っ
た
方
面
が
、
大
に
展
開
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
皐
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
共
の
方
面
に
於
て
考
察
す
れ
ば
、

彼
の
世
舎
曲
宇
は
翠
に
力
事
的
枇
曾
事
の
方
針
を
、
新
た
に
殻
展
さ
せ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
だ
け
に
止
ま
ら
や
、
更
に
他
の
方
針
を

も
殻
展
さ
せ
て
居
る
も
の
と
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
と
思
ふ
。

四

心
理
畢
的
世
曾
畢
或
は
行
動
主
義
(
回
申
V
S
Z江
田
旨
)
世
曾
畢
の
方
針
の

ルラの華E皐的鰹梼阜の論理的構遣、同八月続載摩自'J紹i甲l'阜の論理的構造n~)バ
レトの数車的経済畢の論理的構遣を見られたν、。 l，itほl可昭和六年三月銑四用
披及び五月載の私の論文、積率的糎梼阜の論理的締法の批判を参考され犬い。
VOD Wiese， Allgemine Soziologie， Zweite， Neube町 beit，eteAu日age，1933・
Von Wiese， Pareto als Soziologe， in Zeitsch.rift fur Nii1tionalokonomie， Band 
VII， Heft 4， 1936. 



-
韓
麗
と
し
て
の
パ
レ
ト
の
祉
曾
畢

パ
レ
ト
は
上
に
漣
べ
し
如
く
、
一
粧
命
同
事
は
一
定
の
諸
勢
力
の
作
用
の
下
に
於
て
、
或
は
一
定
の
諸
要
素
、
諸
困
素
に
よ
り
て
、
決

定
さ
れ
る
人
間
枇
舎
の
一
般
的
形
態
を
量
的
に
研
究
す
る
科
事
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
枇
曾
曲
学
は
先
づ
第
一
に
、
其
等

の
諸
勢
力
或
は
諸
要
素
或
は
諸
国
一
索
の
線
て
を
識
別
じ
.
北
(
等
の
も
の
が
如
何
に
作
用
す
る
か
、
殊
に
量
的
に
作
用
す
る
か
を
研
究

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
た
の
は
営
然
で
あ
る
。
併
し
共
等
の
も
の
は
買
に
無
数
で
る
る
か
ら
、

一
身
之
を
研
究
す
る
と
と
は
、
賓
際

上
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
彼
は
先
づ
之
を
川
外
部
内
諸
要
素
と
し
て
の
土
地
、
気
候
、
械
物
庖
系
、
動
物
恒
系
、
地
質
事

的
状
悼
法
、
繍
物
準
的
状
議
等
々
と
、
同
一
定
の
時
期
に
於
て
.
興
へ
ら
れ
た
る
枇
舎
に
外
部
的
な
他
の
諸
要
素
、
換
言
す
れ
ば
、
か

L

る
枇
舎
の
上
比
行
は
れ
る
他
の
消
枇
合
の
諸
作
用
‘
即
十
円
余
一
聞
に
怜
亡
外
郊
的
及
沼
作

m.
ι〈
w
h

、4

、fh
J
4
h
d
ヨ
〉

f

A

d

)

い「、
u
u
A
L

一
ー
カ
〈
泊
川
P
U
L
-
b
J
U円
刊
川
ル

JAM-μ

ら
生
ぜ
る
諸
結
果
、
却
ち
時
聞
に
於
て
外
部
的
左
諸
結
果
と
、
間
内
部
的
な
諸
妥
菜
、

(
夫
れ
り
主
要
な
る
も
の
は
人
種
、
由
理
基
耳
m
広
三

或
は
夫
れ
が
表
現
す
る
感
情
、
も
ろ
ノ
¥
D
性
向
、
利
害
、
推
論
能
力
、
視
察
能
力
、
知
識
般
選
等
々
に
し
て
、
汲
生
島
内
ユ
E
N向
。
皇
も
亦
其
の
一
一
極

で
あ
る
)
と
の
三
部
類
に
大
別
し
て
居
る
。
併
し
彼
が
共
等
の
諸
要
素
或
は
諸
勢
力
中
で
』
特
に
詳
し
〈
研
究
し
て
居
る
の
は
、
曲
四
基

及
び
波
生
耳
ω
一L
Z
目。
L
O
E
守富一
o
-
L

の
二
要
素
或
は
二
勢
力
で
あ
る
。
彼
の
づ
旦
空
白
《
出
∞
。
門
互
C
加

E
C
S雪
印
一
。
三
巻
十
三
章
中
、

第
六
辛
か
ら
第
十
一
章
に
至
る
ま
で
の
六
卒
、
又
全
部
二
千
六
百
十
二
節
中
、
第
八
百
四
十
二
節
か
ら
第
二
千
五
十
九
節
に
至
る
ま

で
の
千
二
百
十
七
筒
、
又
全
部
千
六
百
四
十
六
頁
中
の
八
百
四
頁
は
、
啓
一
〈
抽
出
基
と
減
生
と
の
二
要
素
、
或
は
ニ
勢
力
の
研
賞
に
常

て
ら
れ
、
共
の
他
の
諸
卒
に
於
て
も
其
等
の
二
要
素
に
関
係
す
る
部
分
は
少
友
〈
た
い
。
か
く
で
同
書
は
大
煙
か
ら
見
る
と
、
専
ら

抽
出
基
と
波
生
と
の
こ
要
素
を
研
究
す
る
も
の
で
る
る
と
も
云
ひ
得
ら
れ
る
。
向
ほ
彼
は
根
本
的
に
最
と
も
重
要
親
し
て
居
る
の
は
、

現
代
社
合
事
に
於
け
る
パ
レ
ト
祉
舎
畢
白
地
位

四

九



現
代
祉
舎
皐
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
命
日
間
車
白
地
位

五
O 

彼
が
残
基
と
稽
ず
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
彼
は
彼
が
残
基
と
稿
す
る
も
の

L
概
念
を
、

一
般
的
に
規
定
し
て
居
た
い
か
ら
、

一
般
的
に
夫
れ
は
何
で
る
る
か
を
、
判

然
把
握
す
る
と
と
は
甚
だ
困
難

K
L
て
、
夫
れ
の
異
議
に
闘
し
で
は
今
目
撃
者
聞
に
種
々
異
論
が
る
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
庭
で
は

此
の
問
題
を
詳
し
く
論
湛
す
る
収
は
な
い
わ
ら
.
只
寅
際
と
彼
は
如
何
一
な
る
も
の
を
残
基
と
同
情
し
て
居
る
か
を
、
簡
軍
に
指
示
す
る

だ
け
に
止
め
る
が
、
裂
す
る
に
彼
は
た
づ
残
基
「
E
一L
E
を
、
結
合
の
本
能
へ
阿
佐
コ
ぢ
ユ
己
一
。

h
D町出
c
z
w
m
w
N
一C
ロ

と
、
集
院
或
は
国
結

艇
の
持
績
或
は
保
有
志
日
』

JgENF
号
室
担
問
問
『
内
聞
き
)

と
、
外
部
的
行
動
或
は
行
鋳
を
以
て
感
情
或
は
情
念
を
表
現
し
よ
う
と
す
る

欲
求

(
Z
g
m
B
告

gmp『】
-
P由
S
3
円

D
ロ
旦
戸
ご
回

S
E
E
S
Z
)
と
枇
曾
性
ム
」
関
係
す
る
残
基
(
吋
虫
色
丘
町
ロ

E
E
Z
5
8
F
E
E
-
r
p
)

と
、
個
人
及
び
夫
れ
所
属
物
の
保
全
性

(
Z
Z円ユ
F
P

主
て
山
口
&
i
L
5
0
斗
己
-o
回
日
号
唱
。

E
g自
)
と
性
的
残
基
(
『
毘
白
血
E
C

間
協

EF}

と
の
六
科
に
大
分
し
、
更
に
各
科
を
幾
多
の
属
及
び
種
に
小
分
し
て
居
る
。

そ
う
し
て
彼
が
伎
の
抽
出
基
と
稀
ず
る
も
の
乞
さ
ほ
ど
大

に
重
要
視
し
た
の
は
、

つ
ま
り
彼
が
人
間
枇
舎
に
於
て
観
察
さ
れ
る
事
寅
在
し
て
大
に
重
要
視
せ
る
、
人
間
の
行
動
或
は
行
潟
{
個
人

的
及
び
枇
舎
的
)
の
根
元
或
は
原
動
力
と
し
て
、
根
本
的
に
最
と
も
重
要
友
る
も
の
は
、
邸
ち
彼
が
残
基
と
稿
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

へ
た
か
ら
で
る
る
。

パ
レ
ト
は
人
間
一
枇
舎
に
於
て
観
察
さ
れ
る
事
貨
を
根
本
的
に
二
大
部
類
に
直
別
し
て
居
る
。
(
一
)
は
所
作
、
或
は
言
語
に
よ
り
て
貨
現
さ
れ
る
も
る

f
¥
の
本
能
、
感
情
或
は
情
念
、
性
向
、
欲
求
等
々
や
、
解
済
的
利
盆
或
は
利
害
な
ぞ
の
表
現
(
自
吉
岡
『
E
Z
N
Z
E
)
、
及
び
其
等
の
表
現
か
ら
引
き
出
さ

れ
る
論
理
的
或
は
儒
而
非
論
理
的
守
目
E
O
H
Q
岡
山
手
。
)
結
論
或
は
推
断
で
あ
る
o

き
れ
ば
此
白
部
類
は
論
理
的
行
動
及
び
非
論
理
的
行
動
を
包
含
し
て

居
る
。
そ
う
し
て
非
論
理
的
行
動
に
闘
す
る
部
分
は
、
更
に
二
つ
に
別
た
れ
る
。
一
一
ほ
言
語
的
表
現
在
産
附
す
る
非
論
理
的
行
動
に
し
て
、
ニ
は
何
等

の
言
語
的
表
現
在
も
産
出
し
な
い
非
論
理
的
行
動
で
あ
る
o
街
ほ
言
語
的
表
現
を
産
出
す
る
非
論
理
的
行
動
は
、
殆
ん
ど
艶
化
し
な
い
部
分
、
即
ち
残

基
『
E
広
己
と
、
甚
だ
務
化
し
易
い
部
分
印
ち
沃
生
身
『
FEN-。
巳
と
り
ニ
ワ
の
部
分
に
別
た
れ
る
。
(
二
)
は
人
間
一
枇
舎
が
生
存
し
て
居
る
闘
撞
ゆ
他
の



一
切
り
事
貨
で
あ
る
。

茜
に
筒
翠
・
な
が
ら
右
に
述
べ
し
庭
に
よ
り
て
示
せ
る
如
く
、
パ
レ
ト
は
人
間
枇
舎
に
於
て
観
察
さ
れ
る
事
賓
と
し
て
、
人
間
の
個

人
的
及
び
枇
合
的
行
動
を
根
本
的
に
重
要
視
し
、

そ
う
し
て
夫
れ
の
根
元
或
は
原
動
力
と
し
て
最
と
も
線
本
的
友
も
の
は
、
彼
が
油
消

庁
砲
と
叩
併
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
、
か
く
て
彼
が
建
基
と
稽
す
る
も
の
及
び
夫
れ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
底
の
彼
が
沃
生

2
2
2
E
C己
)

と
稀
ず
る
も
の
、
即
ち
今
日
行
動
主
義
社
合
墜
に
於
て
一
一
一
員
語
反
動
と
稽
せ
ら
れ
る
も
の
や
、
或
は
配
偶
〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
稿
せ
ら
れ

る
も
の
な
ぞ
を
、
特
に
詳
し
く
論
究
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
其
の
研
究
は
心
血
事
的
祉
合
事
、
殊
に
行
動
主
義
枇
合
墜
の

方
針
と
、
大
皿
胴
上
一
致
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
舌
キ
ば
パ
レ
ト
の
祉
曾
撲
を
、
行
動
主
義
枇
合
唱
の
方
針
の
一
議
長
と
見
倣

し
て
之
を
研
討
す
る
こ
と
に
よ
打
て
、
力
問
般
的
批
A
M
H

按
の
方
針
の

一
殺
風
と
し
て
認
め
ら
れ
る
夫
れ
の
議
採
注
意
義
の
上

κ，
更
に
新

し
叶
刊
誌
説
む
一
円
川
比
ゐ
と
1

〈
が
出
来
一
4
む
で
&
る

今
日
伊
太
利
の
知
名
な
一
枇
合
事
者
ヱ

7

・
カ
ル
リ
は
、

北
ハ
の
拙
に
注
目
し
て
:
ハ
レ

ト
一
砿
舎
撃
を
研
究
し
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
彼
の
研
究
は
ま
だ
十
分
で
な
い
と
忠
は
れ
る
。
そ
れ
で
私
は
共
の
耕
に
於
て
更
に
深
く

バ
レ
ト
枇
曾
撃
の
意
義
を
究
明
し
た
い
と
思
ふ
が
、
此
庭
で
は
最
早
徐
白
が
な
く
友
っ
た
の
で
、
他
日
別
に
論
述
す
る
と
と
L
ず
る
。

五

世
曾
哲
畢
と
L
て
の
パ
レ
ト
の
祉
曾
畢

バ
レ
ト
の
一
此
曾
皐
は
、
以
上
越
ベ
来
D

L
庭
に
よ
目
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
科
事
と
し
て
の
祉
令
皐
に
於
て
、
先
づ
カ
皐
的
枇
舎
阜
の
方
針
の
数
皐
的

函
数
的
方
面
を
、
特
に
大
い
に
護
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
失
に
又
行
動
主
義
枇
舎
皐
の
方
針
の
一
議
展
と
し
て
、
現
代
一
枇
合
皐
上
重
要
な
地
位
を
占

め
る
も
の
主
認
品
、
b

る
可
き
で
あ
与
が
、
更
に
彼
の
世
合
同
事
は
一
種
目
一
批
曾
哲
皐
と
し
て
、
現
代
の
世
曾
的
、
政
治
的
、
文
化
的
運
動
に
謝
し
で
、
貸

際
上
甚
だ
重
要
な
意
義
を
有
ナ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
愛
見
さ
れ
る
。
要
す
る
に
彼
が
熱
烈
な
マ
ツ
叶
ノ
イ
主
義
者
で
あ
っ
た
彼
の
父
の
思
想
に
反
抗
し

現
代
枇
曾
畢
に
於
け
る
パ
レ
ト
祉
曾
阜
の
地
位

主王

Fi1ippo Carli， Le Teorie Sociologiche， ;[92:-5， Cap. V， L'indiozzo attivista e 
il sistema del Pa.町10
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現
代
枇
舎
血
中
に
於
け
る
パ
レ
ト
枇
舎
阜
の
地
位

五

て
、
早
〈
か
と
っ
て
居
た
反
人
道
主
識
的
、
反
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
、
反
共
和
主
義
的
麓
度
が
益
々
溌
注
し
て
、
暗
に
フ
ア
ス
ジ
λ

モ
由
理
論
的
基
礎
を

築
き
上
げ
つ
込
る
っ
た
白
で
あ
る
。
か
〈
て
ム
ツ
ツ

H
二
ー
が
勢
力
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
、
彼
は
フ
ア
ス
シ
ス
モ
の
理
論
的
先
奄
者
と
し
て
、
又
フ

ア
ス
シ
ス
モ
由
理
論
的
基
礎
を
鋸
へ
附
け
た
皐
者
と
し
て
、
大
い
に
隼
崇
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
し
如
〈
、
一
枇
曾
科
阻
申
に
於
て
は
、
紳

皐
、
形
而
上
阜
、
哲
畢
を
大
い
に
排
尿
し
て
居
た
彼
が
、
一
種
の
枇
曾
哲
畢
を
築
き
上
げ
て
居
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
一
見
ナ
れ
ば
脊
異
に
感
じ
ら
れ
る

が
、
併
し
夫
れ
は
思
想
史
上
、
車
問
史
上
一
般
に
見
出
さ
れ
る
事
貨
に
し
て
、
決
し
て
怯
む
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
き
に
も
述
べ
し
如
(
、
吾
人

の
知
識
慾
、
車
問
的
欲
求
は
般
神
な
意
味
に
於
て
の
科
阜
の
み
に
よ
り
で
は
、
一
決
し
て
完
全
に
は
満
足
さ
れ
得
な
い
も
の
に
し
て
、
必
然
的
に
哲
血
中
的

知
識
を
要
求
す
』
A
W

も
の
で
ゆ
ゆ
る
か
ら
、
か
く
ピ
折
口
阜
の
民
義
を
「
解
せ
干
し
て
、
之
を
排
斥
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
彼
等
が
科
皐
と
し
て
建
設
し
ょ

っ
A
す

bm問
の
巾
打
、
イ
ツ

y
h
川
知
…
設
識
的
に
何
日
経
的
思
索
世
犯
人
)
、
夫
れ
に
よ
り
亡
、
彼
等
の
岨
中
間
的
欲
求
の
会
惜
を
術
足
さ
せ
な
け
h
w
ば
h
u

ら
な
い
。
き
れ
ば
パ
レ
ト
も
哲
皐
の
異
議
を
玉
営
に
了
解
せ
ず
し
て
、
意
識
的
に
は
大
い
に
背
革
を
排
序
し
な
が
、
b
、
彼
が
論
理
的
責
験
的
皐
問
と
し

て
建
設
し
よ
う
と
す
る
祉
合
皐
p
・
m-
に
、
ィ
ツ
ジ
カ
無
意
識
的
に
哲
皐
的
思
索
を
混
入
し
、
貨
質
的
に
は
之
を
哲
皐
化
し
て
仕
舞
ふ
て
居
た
の
で
あ
針
。

ボ
ル
ケ
ナ
ウ
の
如
き
は
、
パ
レ
ト
の
枇
舎
皐
は
根
本
的
に
は
一
種
の
祉
舎
哲
準
に
外
な
ら
ね
も
の
込
如
〈
批
評
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
私
は
パ
レ
ト
の

祉
舎
皐
は
、
一
種
の
祉
合
哲
皐
止
し
て
は
フ
ア
ス

V

ス
毛
の
如
き
枇
合
的
政
治
的
文
化
的
運
動
自
溌
撞
を
、
理
論
的
に
準
備
し
て
居
た
ふ
」
考
へ
る
の
で
、

か
〈
て
彼
の
回
日
豆
諸
Z
O
S
O
B
-
m
は
、
彼
の
紅
舎
哲
皐
を
も
論
述
し
て
居
る
も
の
是
認
め
、
彼
の
他
の
諸
著
作
中
彼
の
世
命
日
哲
皐
上
特
に
重
要
と

思
は
れ
る
も
り
を
参
考
し
つ
弘
、
彼
の
世
合
哲
皐
の
根
本
思
想
を
研
究
し
、
フ
ア
ス
シ
ス
モ
の
皐
問
的
基
礎
を
築
〈
も
0
・
と
し
て
、
夫
れ
は
如
何
な
る

意
義
を
有
す
る
か
を
考
察
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
既
に
内
規
の
頁
敷
を
超
温
し
て
仕
舞
ふ
た
の
で
、
此
の
問
題
も
他
日
別
な
論
文
に
於
て
論
述

し
た
い
と
思
ふ
。
但
し
パ
レ
ト
自
身
は
フ
ア
ス
シ
旦
夕
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
一
耳
ふ
こ
主
に
就
て
は
、
被
は
フ
ア
ス
シ
ス
モ
に
賛
成
す
る
か
、
又
は
反

劉
ナ
る
か
と
云
ふ
問
題
に
関
し
て
、
彼
の
意
見
を
判
然
言
明
す
る
こ
と
を
避
け
て
居
た
が
銭
め
に
、
吾
々
は
判
然
と
断
定
す
る
こ

k
は
出
来
な
い
の
で

あ
る
。

(
昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
)
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